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西 南暖 地 に位 置 す る佐 賀県 で は,温 暖 多雨 の気 象 条件

に加 えて 海 外飛 来性 害 虫 の飛 来 量 も多 い こ とか ら,水 稲

病 害 虫 の発 生 が 多 く,こ れ らに対 す る農 薬 の散 布 量 が 多

くな る環 境 にあ る。 しか し,最 近 の傾 向 と して消 費 者 の

安 全 食 品志 向 や 生 産 コス トの 低 減 に結 びつ く効 率 的 な防

除 が強 く求 め られ て い る。 そ こで,平 年の 発生 量 を前提

と した基 幹 防 除 の 効率 化 を目的 に,最 も被 害 の 大 き い ト

ビ イロ ウ ンカ を対 象 と して防 除 試験 を行 った ので,そ の

概 要 を報 告 す る。

試 験 方 法

試験 は1985年 か ら1987年 の3年 間,佐 賀 市兵 庫 町 の 同

一 ほ場 で行 った 。 品種 は ヒヨ クモ チ を供 試 し,移 植 は6

月20日 前 後,施 肥 ・管 理 は 当該 農 家 の慣 行 と した。各 年

の 試験 区 は第1表 に示 す よ うに.ト ビイ ロウ ンカ に対 し

て 高 い効 果 が認 め られ るブ プ ロ フ ェジ ン剤(牟 田,1983)

を用 い,8月 下 旬 まで の トビ イ ロウ ンカの重 点 防 除 を行

った 。 な お,慣 行 区 は試 験 ほ場 と同 じ耕 種概 要 の 隣接 ほ

場 を選定 し,こ れ ら に対 す る薬 剤 散 布 は農 家 自身 が慣 行

で 行 った 。試 験 区 の 面 積 は1区3a(無 散布 区 は1a),

慣 行 区 は30aで,す べ て1区 制 と した。 薬 剤 散 布 は10a

当 り4kgを 背 負 式 動 力散粉 機(20mホ ー ス を使 用)で 行

っ た。

トビ イロ ウ ン カの 個 体数 調 査 は7月 上 旬 か ら10月 中旬

まで,約10日 ご と に25株 の払 い落 しに よ り成幼 虫 数 を数

えた 。

結 果

1985年 か ら1987年 まで の3年 間 の 各試験 区 にお け る25

株 当 りの トビ イ ロ ウ ン カの 成幼 虫 数 を第2表,第3表 お

よ び第4表 に示 した 。

1985年 は トビ イ ロ ウ ンカ の飛 来量 は少 なか った に もか

か わ らず,第2表 に示 す よ うに,無 散布 区 で は8月 下 旬

以降 急 速 な増 殖 がみ られ,10月2日 に25株 当 た りの 成幼

虫数 が2,566頭 とな り,10月17日 に は坪 枯 れ がみ られた 。

試 験 区 で は8月22日 にブ プ ロ フ ェ ジ ン ・BPMC剤 を1回

散 布 した結 果,収 穫 期 まで 本 虫 の 発生 は極 め て少 な か っ

た。

1986年 は第3表 に示 す よ うに,無 散 布 区 に おい て も大

きな密 度上 昇 はみ られ ず,試 験A区 で は8月8日 にBP

MC剤,8月22日 にブ プ ロ フ ェ ジ ン ・BPMC剤 の2回

散布 を行 っ た結 果,8月 下 旬以 降 の発 生 は ほ とん ど み ら

れ な か っ た。 試験B区 に お いて も8月8日 に ブプ ロ フ ェ

ジ ン ・BPMC剤,9月1日 にBPMC剤 の2回 散 布 で

秋 の発 生 は極 めて 少 なか っ た。

1987年 は7月2～5日 に本 種 の異 常 多飛 来 がみ られ,

第4表 に示 す よ う に,無 散 布 区 で は7月8日 の 成 虫生 息

密 度 は25株 当 り9頭 と この時 期 に して は高 か っ た。 そ の

後,8月 下 旬 まで 高密 度で 推 移 し,第2世 代幼 虫期 の8

月26日 に は25株 当 り1,461頭 と相 変 わ らず 高 か った 。 し

か し,9月 以 降 増殖 が緩 慢 と な り,第3世 代 幼 虫期 の9

月30日 に25株 当 り659頭 と減 少 し,坪 枯 れ には 至 らず,

下 葉 枯 れ や株 元 にス ス病 が発 生 す る程 度 で,10月6日 に

は稲 の 茎 葉 が全体 的 に や や黄 化 現象 を示 した。 試験A区
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では7月25日 にBPMC剤,8月13Elに ブ プ ロ フ ェ ジ ン

剤の2回 散 布 で,ま た,試 験B区 で は7月25日 にBPMC

剤,8月19日 に ブ プ ロ フ ェ ジ ン ・BPMC剤 の2回 散 布

で,収 穫 期 まで密 度 を低 く抑 え た。 試験C区 で は8月26

日に ブプ ロ フ ェ ジ ン剤 を散 布 した結 果,散 布 直 前 に は生

息密 度 が25株 当 り1,406頭 と極 めて 多 か った にも かか わ

らず,8月 下旬 以 降 の 成幼 虫密 度 を低 く抑 えた。

なお.3.年 間 と も農 家 慣 行 区 で は我 々の 試 験 区 よ り も

農 薬 の散 布 回数 が 多か った た め,収 穫 期 まで ウ ンカの 発

生 を十 分 に抑 えた が 、試験 区 と慣 行 区 にお いて 減 収 に

つなが るよ うな発 生程 度 の 差 は認 め られ なか った 。

考 察

佐賀県平坦部の水稲晩生品種(ヒ ヨクモチ)で は収穫

期 が11月 上 旬 にな り,生 育 期 問 が長 期 間 に及 ぶ た め,従

来,ト ビイ ロウ ンカの 防除 は本 虫 の 増 殖 が 激 し くな る9

月 以 降 の防 除 に重 点 が置 かれ,基 幹 防 除 は カー バ メー ト

お よび 有機 リ ン系 殺 虫剤 を主 体 と して4～5回 程 度 行 わ

れ て きた。 しか し,残 効期 問 の 長 い ブ プロ フ ェ ジン を導

入 した1985年 以 降,基 幹 防 除 は3回 程 度 に減 少 した。

今 回,基 幹 防除 の 回数 を よ り軽 減 す るた め に,8月 下

旬 ま で の トビイ ロ ウ ンカ初 期 世 代 に重 点 防 除 を行 う試験

を 行 っ た結 来,後 期 に大 増 殖 した1985年,低 密 度 で 推移

した1986年,異 常 多飛 来 が あ り8月 まで の前 半 に高 密度

と な っ た1987年 の いず れの 年 にお い て も,8月 上 ・中旬

に ブ プ ロフ エジ ン剤 を使 用 す るこ とに よ り,ト ビイ ロ ウ

ンカの 発 生 を収 穫 期 までほ ぼ抑 え被 害 を回 避 す るこ と が

可 能 と な った。

第1表1985年 か ら1987年 までの3年 間 における試験 区の構 成

a)A:ブ プ ロ フ ェ ジ ン剤B:BPMC剤T:MTMC剤

A・B:ブ プ ロ フ ェ ジ ン・BPMC剤

第2表1985年 のほ場 におけ る トビイロウ ンカの生息虫数 の推 移

a)25株 当 りの寄生虫数
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第3表1986年 のほ場 における トビイ ロウ ンカの生 息虫数 の推 移

a)25株 当 りの寄生 虫数

第4表1987年 の ほ場 におけ る トビイロウ ンカの生息虫数 の推 移

a)25株 当 りの寄生 虫数

対 照 と して調 査 した慣 行 区 に おい て も各 年次 と も発 生

を抑 えて い る。 しか し,1985年 の 場 合 の よ うに,8月15

日の ブプ ロ フ ェ ジ ン ・BPMC剤 散 布 後 に生 息 虫数 は低

下 し,秋 の増 殖 を抑 えて い る に もか か わ らず,9月 以 降 に

農 薬 が数 回 散布 されて い た 。 こ の傾 向 は,県 内の 他 の一

般農 家 に もみ られ た。

トビ イ ロウ ンカの 効 率的 な防 除 時 期 につ い て は,永 田

ら(1973)が 第1世 代 成 虫期 初 期 の ほ とん ど卵 が存 在 し

な い時 期 の 防除 が最 も効 果 が高 い と して い る。 しか し,

現 実 には本 種 の 飛 来時 期 は数 回 に及 ぶ こ とが 多 く,卵 が

存 在 しな い時 期 をつ か む こ とは難 しい。 また,裁 培 者 自

体 も9割 程 度 が兼 業 で あ るた め,個 々の ほ場 チ ェ ック を

行 うこ とは 困難 で,地 域 ご との防 除 暦 に従 って 防除 を行

って い るの が現 状 で あ る。

以上のことから,本 県の トビイロウンカに対する基幹

防除は飛来世代成虫または第1世 代幼虫を対象としたカ

ーバメー ト・有機 リン系殺虫剤による7月 中 ・下旬の防

除 と,第1世 代幼虫または第2世 代幼虫を対象としたブ

プロフェジン剤による8月 上 ・中旬の防除の2回 散布体

系に効率化できると思われる。ただし,こ の場合には8

月下旬から9月 上旬にかけて,指 導者と農家が一体とな

り,本 種の密度確認の調査を行い,9月 以降の臨機防除

の必要性有無を検討する必要がある。
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